
 

 

仕   様   書 

１．契約件名 

  令和５年度一般廃棄物収集運搬処分業務 

２．契約期間 

  令和５年４月３日から令和６年３月２９日までの間とする。 

３．収集場所. 

  千葉市美浜区若葉２丁目１１番地 

  放送大学学園（以下「本学園」という。）内の指定場所（別紙参照） 

  （収集場所は本学園担当者の指示により追加・変更する場合がある。）  

４．収集業務の時間 

  平日（１２月２９日から１月３日の間を除く）の９時００分から１７時４５分までとし、詳細は 

本学園担当者と協議して行う。 

５．予定廃棄量等 

 

   品     目 収集回数 予定廃棄量 

可燃ゴミ 週３回  ２５,１３５ｋｇ 

段ボール 週１回  ３,７６７ｋｇ 

古紙・再生紙等 

（機密文書は除く） 

週１回 
 ３１,９４７ｋｇ 

シュレッダーごみ 週１回  ９,４８７ｋｇ 

請負者は、処分品目毎に収集日（毎週○曜日等）を事前に書面にて通知すること。 

６．処理重量 

  あらかじめ本学園担当者と協議した方法により計測した実重量（ｋｇ）を用いること。 

７．業務の履行 

a．一般事項 

   本業務は、以下の各項に従い衛生的且つ美化の保持に務め、誠意をもって本学園の一般廃棄物

の収集・運搬、処分を行うものである。 

ｂ．関係法令等の遵守  

請負者は、業務の実施に当たっては、関係法令を遵守し、誠意をもって行うものとし「千葉市

事業系一般廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）」に所定の事項を記入の上、収集・

運搬、処理の各業務を適正に行うものとする。 

ｃ．守秘義務  

請負者は、業務上知り得た本学園に関する秘密を第三者に漏らしてはならない。このことは、

契約の解除及び期間満了後も同様とする。  



 

 

ｄ．服装等 

収集・運搬担当者は服装に注意し、業務履行中は名札等を付け、その身分を明示する。 

e．事故防止及び事故発生時の措置  

業務に当たっては、事故及び災害防止に努めること。災害及び事故が発生した場合は、速やか

に適切な措置をとり、本学園担当者に報告する。  

f．請負者の責務  

・業務の履行に関し、本学園の責めに帰すべき原因による損害を除き、本学園または第三者に損

害等を与えたときは、請負者の責任と負担により処理すること。 

・請負者は、天災・地変・暴動等不可抗力による場合の損害又は本学園の建造物・物品自体の瑕

疵に起因する損害については、賠償の責めを免れるものとする。 

g．業務責任者  

請負者は、本業務を円滑に進めるため、業務責任者を定めること。業務責任者は業務全体を統

括し、本学園担当者と協議の上業務を遂行する。なお、業務責任者を交代した場合は、速やかに

本学園担当者に報告する。 

h．労務管理  

・請負者は、本件請負業務に従事する要員（以下「要員」という。）の配置に関し、請負者は業

務の遂行に支障のないようにしなければならない。 

  ・請負者は、要員の業務規律の維持等に関し一切の責任を負うものとし、本学園が適当でないと

認めた要員については、請負者に交換を求めることができるものとする。 

  ・請負者は、要員の安全衛生を確保するため、関係法令に基づく安全衛生対策を請負者の責任に

おいて充分に講じなければならない。 

ｉ．その他  

請負者は、業務に当たっては、本仕様書に基づくほか細部については本学園担当者と協議して

これを行なう。 

８．業務の履行及び検査 

請負者は、業務の実施にあたっては、誠意をもって行うものとし、マニフェストに所定の事項を 

記入のうえ、搬出するものとする。業務完了後は、マニフェストに基づき、本学園担当者による収

集運搬、処分の各業務について検査を受け、承諾を受けること。  

９．その他 

  a．請負者は、業務の全部または一部について、第三者に請け負わせたり、再委託してはならな 

い。 

  b．請負者は、契約期間終了後、本学園の求める様式により、種別ごとの収集実績を提出しなけれ

ばならない。 

  c．本仕様書に明記されていないことであっても、業務上当然必要とされる事項については、本学

園担当者の指示に基づきこれを実施するものとする。 



 

 

  d．本仕様書に定めた事項に疑義が生じた場合は、本学園と請負者双方が協議して決定すること。 


